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方法書に関する説明会の開催状況、質疑、意見の概要及び事業者の説明 

１ 方法書に関する説明会の開催状況 

方法書に関する説明会の開催結果は、表１に示すとおりです。説明会は計４回開催し、環境影響評

価方法書の概要を参加者に説明しました。 

 

表１ 方法書に関する説明会の開催結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回 開催日時 開場 参加人数 

第１回 
令和２年８月１日（土） 

18：30～20：41 

瀬谷公会堂 

（瀬谷区二ツ橋町 190 番地） 
207名 

第２回 
令和２年８月２日（日） 

18：30～20：24 

旭公会堂 

（旭区鶴ケ峰一丁目 4 番地 12） 
50 名 

第３回 
令和２年８月４日（火） 

18：30～19：23 

旭公会堂 

（旭区鶴ケ峰一丁目 4 番地 12） 
66 名 

第４回 
令和２年８月５日（水） 

18：30～20：47 

瀬谷公会堂 

（瀬谷区二ツ橋町 190 番地） 
148名 

合計 471名 
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２ 方法書に関する説明会における質疑、意見の概要及び事業者の説明 

各開催日の質疑、意見の概要及び事業者の説明は、表２～表４に示すとおりです。第３回において

は、参加者からの質疑、意見はありませんでした。 

整理に当たっては、発言順とし、事業区分、項目を設けました。なお、事業区分は、両事業共通す

る質疑・意見は「共通」、「（仮称）旧上瀬谷通信施設地区土地区画整理事業」に関する質疑・意見は「区

画整理」、「（仮称）都市高速鉄道上瀬谷ライン整備事業」に関する質疑・意見は「新交通」、その他事

項については「その他」としました。 

 

表２（1） 方法書に関する説明会（第１回）における質疑、意見の概要及び事業者の説明 

質問者 
事業

区分 
項目 説明会における質疑、意見の概要 事業者の説明 

A 

新
交
通 

車
両
ル
ー
ト 

現在でも海軍道路は渋滞していま

す。工事が始まると瀬谷柏尾線の方に

車が流入することが十分考えられます

ので、その対策をしっかりお願いした

いと思います。 

工事用車両につきましては、参考ス

ライドで示した黄色の道を通るという

ことで工事を進めていく前提で考えて

います。 

区
画
整
理 

地
域
社
会 

工事中だけではなく、まちが出来上

がると、車で来られる人が多くなるの

ではないかと思います。土曜・日曜は生

活者が買い出しに道路を利用するの

で、安全性や利便性を十分考えていた

だきたいです。 

自動車で来訪する方の約６割が東名

高速道路や保土ケ谷バイパス、国道 246

号線などを通り八王子街道を経由して

来ると考えています。そこで、八王子街

道の拡幅を考えております。自動車で

来訪する方のうち残りの４割は南側か

らアクセスすると想定しています。現

状の環状４号線を通る経路に加えて、

瀬谷地内線という道路を整備すること

で、南側からの経路を２本確保するこ

とになり、周辺道路の混雑を避けるこ

とを考えております。 
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表２(2) 方法書に関する説明会（第１回）における質疑、意見の概要及び事業者の説明 

質問者 
事業

区分 
項目 説明会における質疑、意見の概要 事業者の説明 

B 

区
画
整
理 

河
川
の
形
態
、
流
量
（
浸
水
） 

 相沢川流域は観光・賑わいゾーン

を主に流れていますので、大部分が

舗装され、雨水が地面に浸み込まず

に全て相沢川へ流れるのではないか

と思います。近年、何十年に一度と

言われている大雨が頻発しており、

過去のデータだけで雨量の予測をす

るのでは不十分だと思いますが、将

来の大雨に対応できる予測評価の方

法を考えられているのでしょうか。 

 相沢川は、主に観光・賑わいゾー

ンに重複する予定です。観光・賑わ

いゾーンの土地利用が具体的に決ま

っていないので、相沢川の扱いをど

うするのかということもまだ決まっ

ていません。 

 現在、上瀬谷は、降った雨のほと

んどが土地に浸透してから川に流れ

ていく状況です。今回の開発に伴

い、降った雨を川に流さずに溜めて

おき雨が落ち着いてから流す調整池

を関係部署と調整しながら整備して

いくことを考えています。評価項目

につきましては、浸水は選定してお

りませんが、河川や河道の改修につ

いて評価項目として選定していま

す。河川への流量対策として、調整

池を設けていくという形で関係部署

と調整していきます。 

区
画
整
理 

河
川
の
形
態
、 

流
量
（
浸
水
） 

雨量は何をベースにして予測する

のでしょうか。７月豪雨のような想

定外の大雨や洪水が今後頻発しても

十分に対応できるのでしょうか。 

調整池を設ける際には、現況の法

律等に従い、30年に１回の確率の 70

ミリ対応で協議を進めていく予定で

すが、今後法律が変わることがあれ

ば、新しい法律に従い協議していく

ことになるかと思います。 

C 
新
交
通 

地
盤
沈
下 

騒
音
振
動 

新横浜駅近くの相鉄東急直通線地

下工事で道路崩落、地盤沈下の事故

が起こりました。本事業において、

海軍道路沿いに住宅が建っています

が、その家屋を対象に騒音、振動、

地盤沈下の調査地点は設置しないの

でしょうか。 

トンネルの施工に当たっては、地

質調査により地盤状況を適切に把握

した上で、状況に応じて適切な工法

を検討し、施工管理計画などを今後

策定していくことになります。その

ため、安全な構造物の構築や工事作

業上の安全確保、地盤沈下への影響

に関しては十分配慮しながら進めて

いきたいと思います。 
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表２(3) 方法書に関する説明会（第１回）における質疑、意見の概要及び事業者の説明 

質問者 
事業

区分 
項目 説明会における質疑、意見の概要 事業者の説明 

C 

新
交
通 

地
盤
沈
下 

海軍道路沿いの住宅が地盤沈下の

被害にあった場合は、住宅の補償等は

どうなるのでしょうか。 

実際に被害が起きた場合の対応に

ついては、今後検討していきたいと思

います。 

区
画
整
理 

地
域
社
会 

海軍道路は現在も渋滞しています。

瀬谷駅寄りと観光・賑わいゾーン周辺

だけでなく、海軍道路沿いの途中の住

宅街の辺りも調査を行っていただき

たいです。 

交通量に関しては、説明資料（ｐ59）

に示すように環状４号線沿いでも調

査し評価する予定になっています。 

D 
新
交
通 

事
業
計
画 

国際園芸博覧会後は、環状４号線に

沿って新交通システムを利用する人

はほとんどいません。中間駅を設ける

などすれば、地域の住民も利用できる

ようになります。今の状況では、国際

園芸博覧会に参加する人しか利用で

きず、終わったらどうなるのかという

問題があります。 

国際園芸博覧会は 2027 年３月の開

催に向けて様々な取組が進められて

いるところですが、今回の交通整備事

業に関しましては、国際園芸博覧会だ

けのために整備するものではありま

せん。将来のまちづくりとして、活性

化拠点として年間 1,500 万人規模の

方々が来られるまちを目指していま

す。国際園芸博覧会以降もそういった

方々が来られるために必要な交通機

関として、新交通システムを整備する

ことを検討しています。 
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表２(4) 方法書に関する説明会（第１回）における質疑、意見の概要及び事業者の説明 

質問者 
事業

区分 
項目 説明会における質疑、意見の概要 事業者の説明 

D 
新
交
通 

事
業
計
画 

将来的には、この鉄道を十日市場等

の辺りまで延伸する予定はあります

か。 

上瀬谷より北側に関しては現在未

定です。交通整備事業の主な目的とし

ましては、旧上瀬谷通信施設のまちづ

くりに合わせて、その需要に対応する

交通機関として整備するものですの

で、瀬谷駅から上瀬谷駅を整備すると

いうことで検討しています。 

E 

新
交
通 

振
動 

新交通システムが完成すると、振動

が心配です。相鉄の瀬谷駅が今のまま

だとすると、大門第二雨水幹線の上を

新交通システムが通るらしいですが、

新交通システムの駅は地面からどの

位の深さに作るのでしょうか。また、

瀬谷駅から上瀬谷小学校の東野信号

機の手前辺りで地上に出てくるよう

ですが、その勾配はどのくらいでしょ

うか。 

瀬谷駅付近の深さは、まだ今後詳細

に検討する部分はありますが、縦断線

形を考慮した場合に、最も浅いところ

で地表から構造物までが４～５m 程

度、一番下までは更に 15m程度深くな

ります。 

 地下から地上に上がっていく箇所

の勾配は約６％です。そちらの騒音や

振動に関しては今後十分に評価をし

て、問題のないようにしていきたいと

思っています。 

新
交
通 

振
動 

地下の深さが４mとなると、どのぐ

らいの振動になるのでしょうか。 

具体的な数値に関しては、今後、環

境影響評価手続の次の段階に準備書

があり、その中で予測評価をしていき

ますので、現時点では具体的な数値ま

で予測していません。 

  



 

6 

 

表２(5) 方法書に関する説明会（第１回）における質疑、意見の概要及び事業者の説明 

質問者 
事業

区分 
項目 説明会における質疑、意見の概要 事業者の説明 

E 

区
画
整
理 

そ
の
他 

（
周
辺
道
路
整
備
） 

瀬谷駅には 1 日 3,000 人くらいの

人が来て、天気が良ければ、瀬谷駅か

ら国際園芸博覧会の会場まで歩くの

ではないかと思います。環状４号線が

現状のままだとかなりの混雑が想定

されますが、環状４号線の整備や対策

は考えているのでしょうか。 

また、環状 4号線は片道２車線になる

予定ですか。  

環状４号線については、瀬谷駅から

旧上瀬谷通信施設の中心辺りまでの

距離が約２km です。どれぐらいの方

が歩いてこられるかは、分かりません

が、現状、環状４号線の旧上瀬谷通信

施設より南側の拡幅は想定していま

せん。旧上瀬谷通信施設内に関しては

片側２車線に拡幅する方向で検討し

ています。歩行者空間に関しては、関

係部署と相談しながら、今後検討した

いと思います。 

 なお、旧上瀬谷通信施設より南側に

関しては現在の幅員から変更はない

予定です。旧上瀬谷通信施設内は片側

２車線に拡幅する方向で検討してい

ます。 

F 

区
画
整
理 

土
壌
汚
染 

３月末まで土壌汚染調査を行って

おり、国有地に土壌汚染があるという

結果を横浜市に問い合わせて見せて

いただきましたが、今日の説明会では

その報告はありませんでした。既に土

壌汚染が明らかになっており、しかも

基地として使用している時代に起こ

っているという問題についてどのよ

うに対処されるのでしょうか。また、

今回の計画の中で土壌汚染の処理は

どのように行っていく予定なのでし

ょうか。 

土壌汚染につきましては、防衛省か

ら先月調査結果をいただいています。

防衛省の調査結果では何地点か基準

を超過しているポイントが出ており、

これにつきましては防衛省がしっか

り対策を講じ、問題がない状態にして

から横浜市が取得するよう手続を行

っているところです。その上で、横浜

市が土地を改変するときには、土壌汚

染対策法に基づいて適切な手続を行

い、工事に入っていきたいと考えてい

ます。 

 本日の説明会は、まず方法書として

調査方法をお示ししている段階です。

次のステップとなる準備書では、どの

ような改変を行い、どのような対策を

していくのかをお示しする予定です。 
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表２(6) 方法書に関する説明会（第１回）における質疑、意見の概要及び事業者の説明 

質問者 
事業

区分 
項目 説明会における質疑、意見の概要 事業者の説明 

F 
そ
の
他 

事
業
費 

横浜市が計画する、観光・賑わいゾー

ン、年間 1,500 万人の観光客がくる活

性化拠点の計画は、間違いないのでし

ょうか。本当に実現しようとして検討

しているのであれば、どの程度の予算

がかかるのか、特に私たちの税金であ

る市の公費がどの程度見込まれている

のかぜひ明らかにしていただきたいと

思います。 

予算については、詳しくはまだ決ま

っていません。土地区画整理事業につ

いては、土地利用の内容を決めている

段階、交通整備事業についても、事業費

を精査している段階です。 

 本日ご説明している事業のうち、土

地区画整理事業は道路や上下水道とい

った基盤を整備する事業です。事業実

施に当たっては、国の補助金の導入や

地権者からも土地を提供していただき

事業費とすることで進める事業である

ということをご理解いただきたいと思

います。基盤整備は横浜市が行います

が、テーマパークといった上物は民間

事業者が整備していきます。 

 交通整備事業についても、これから

事業費を精査し、お示ししていくこと

を想定しており、現段階で正確な数字

は出していません。 
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表２(7) 方法書に関する説明会（第１回）における質疑、意見の概要及び事業者の説明 

質問者 
事業

区分 
項目 説明会における質疑、意見の概要 事業者の説明 

F 

区
画
整
理 

事
業
計
画 

 新交通システムは観光の時に使うの

が目的で地元住民はほとんど使わない

使えないため、市民からの希望という

よりはテーマパーク構想を実現してい

く前提での整備になりますが、それで

良いのか疑問です。その上で、前提とな

るテーマパーク構想そのものが今のコ

ロナ禍で事業を行っていけるのか、現

在の経済情勢やコロナ禍の問題も含め

て再検討すべきではないかと思いま

す。 

 この土地は 45％が民有地であるた

め、地権者で構成するまちづくり協議

会で検討を行っており、テーマパーク

を中心としたまちづくりを進めていく

ことを、昨年、まちづくり協議会で意思

決定しました。横浜市としても、この土

地は、東名高速道路や保土ケ谷バイパ

スが近く、交通利便性が良いなど、ポテ

ンシャルが高いことから、郊外部の新

たな活性化拠点を目指していくことを

位置づけています。また、横浜市の中期

計画においては、国内外の交流人口を

増やしていこうという課題がありま

す。それらの横浜市の考え方と地権者

の考え方が合致していることから、テ

ーマパークを核とした複合的な集客施

設が立地することを想定したまちづく

りを目指していくことで、今年の３月

に土地利用基本計画を取りまとめたと

ころです。 

 まだ土地利用基本計画をまとめた段

階で、引き続き地権者の皆様や民間企

業の知恵を拝借しながら土地利用の具

体化を検討していくところですが、基

本的にはテーマパークを核としたまち

づくりを現段階では進めていきたいと

考えています。 
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表２(8) 方法書に関する説明会（第１回）における質疑、意見の概要及び事業者の説明 

質問者 
事業

区分 
項目 説明会における質疑、意見の概要 事業者の説明 

G 

区
画
整
理 

事
業
計
画 

今年の１月～２月まで実施されたパ

ブコメの中で、反対が参考に振り分け

られていますが、702 件中の 428 件、

61％もの方がこの計画に反対でした。

この数字に対して、横浜市はどう受け

止めているのでしょうか。 

旧上瀬谷通信施設土地利用基本計画

（素案）について、１月 15日から２月

14 日までの１か月間、市民意見募集を

行い、702件の意見をいただきました。

この意見を、素案から修正した意見が

91件、賛同の意見が 170件、参考が 428

件、その他が 13件と分類しました。参

考というのは、例えば、まちづくりに自

然環境を取り入れて欲しい、防災機能

をもっとしっかりつくってほしい、な

どの意見が含まれており、これらの意

見を踏まえて今後検討していくことか

ら、参考としています。 

 引き続き、説明会を開催するなど、手

続を進める中で皆様の意見を聞きなが

ら検討していきたいと考えています。 
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表２(9) 方法書に関する説明会（第１回）における質疑、意見の概要及び事業者の説明 

質問者 
事業

区分 
項目 説明会における質疑、意見の概要 事業者の説明 

G 

そ
の
他 

事
業
費 

新聞報道によると、交通整備事業が

700億円、区画整理が 600億円、全体で

1,300 億円規模の投資が見込まれてい

て、その大部分が公金で賄われる可能

性があると書かれていました。市の公

費について明言を避けられましたが、

大体でも良いので数字を出していただ

かないと市民が評価できないと思いま

す。なぜ数字が言えないのでしょうか。 

区画整理事業については、約 600 億

というのは現時点で試算として出して

いる数字です。今後、土地利用計画をま

とめていく段階で具体的な金額につい

ては変わってきますが、600 億の内訳

も、すべて市費ではなく、国の補助金

や、地権者に負担していただく等を含

めて全体で 600 億という内訳です。こ

れから精査するため、600億円という金

額も変わる可能性があります。 

 交通整備事業については、報道によ

る 700 億円というのは、横浜市が算出

した数値ではありません。事業費につ

いては精査をしているところです。た

だ、今回、方法書の中で部分的な概算費

用は算出しています。これは構造形式

を比較する上で、他の事例等を踏まえ

て算出した数字です。南側の地下式の

部分は、駅とトンネル等を整備する費

用として約 330 億円、北側の地表式の

部分を整備する費用として約80億円と

出ています。今後検討を進める中で精

査しますが、総事業費としては、これに

加えて、車両基地の費用や、車両の費

用、諸々さらにかかることになります。 

区
画
整
理 

事
業
計
画 

新聞報道によると、テーマパークに

アメリカの大手映画会社が手を挙げて

いるそうですが、他にテーマパークに

手を挙げている事業者は何社かあるの

でしょうか。 

テーマパークの企業につきまして

は、具体的には全く決まっていません。

３月に観光・賑わいゾーンについて、テ

ーマパークを核としたまちづくりを行

っていくことを定め、現在検討を進め

ていることろです。 
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表２(10) 方法書に関する説明会（第１回）における質疑、意見の概要及び事業者の説明 

質問者 
事業

区分 
項目 説明会における質疑、意見の概要 事業者の説明 

G 

区
画
整
理 

事
業
計
画 

人や企業を増やしたいということで

すが、その方法がテーマパークで良い

のかは再検討が必要ではないかと思い

ます。ウィズコロナの時代で人々がテ

ーマパークを求めているのかは疑問で

す。地権者と企業、市の考え方が一致し

ているというのはありますが、住んで

いる人たちの意見を取り入れる仕組

み、市民を入れた協議会のようなもの

を作っていただきたいと思います。 

現在、土地の 45％が民有地であり、

地権者がいます。テーマパークを行っ

ていくという地権者の意向は、郊外部

の活性化が期待できるという横浜市の

考え方にも合致しているため、観光・賑

わいゾーンにおいて、テーマパークを

中心としたまちづくりを検討している

ところで、現時点ではその考え方に変

更はありません。 

H 

区
画
整
理 

事
業
計
画 

この事業に反対です。市民個人は潤

わず、弊害が多いと思います。現在の旧

上瀬谷通信施設周辺地区の住環境は、

住居が密集していて劣悪です。そのた

め、我々市民のためになるような使い

方をするべきです。基盤整備はもちろ

んしなければいけないですが、例えば

基盤整備をした後に住宅地にして普通

の町をつくるなど市民のためになるよ

うな使い方をすべきだと思います。 

 事業は決定事項なのでしょうか。決

定でないならば、この計画を白紙に戻

すには、事業に反対の人を市長選に立

候補して市長になる、あるいは反対の

議員が多数を占めれば取り消すことは

できるのですか。将来、周辺の住民が多

くなった時に、その人たちが豊かに暮

らせる町をつくるべきだと思います。 

旧上瀬谷通信施設は昭和 20年代から

70 年間米軍施設として使われてきまし

た。そこに土地をお持ちの方は 70年の

長い期間、制限を加えられてきたとい

う経緯があります。制限とは、例えば、

土地利用において農業をする場合にビ

ニールハウスが禁止されていたことな

どです。ようやく土地が返還されたと

いうことで、返還後のまちづくりつい

ては、地権者の皆様のご意向やも踏ま

えて、横浜市の郊外部の活性化拠点の

形成に向け、土地区画整理事業を前提

に行っていくことは決まっているとこ

ろです。 

 なお、旧上瀬谷通信施設内は市街化

調整区域に指定されています。横浜市

の考え方として、現在、コンパクトなま

ちづくりを位置づけていることから、

市街化区域に編入し、新たに住宅を建

てることは考えていないため、住宅は

今のところ検討していません。 
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表２(11) 方法書に関する説明会（第１回）における質疑、意見の概要及び事業者の説明 

質問者 
事業

区分 
項目 説明会における質疑、意見の概要 事業者の説明 

J 

区
画
整
理 

事
業
計
画 

 この計画に賛成です。今年はコロナ

の影響でディズニーランドでも多少の

赤字が出ていますが、短いサイクルで

考えるのではなく、長いスパンで考え

なければならないと思います。少子化

が進む中で安定的な経済の基盤を維持

していく必要があり、地権者も望んで

いる計画ですので、このような夢のあ

る企画に、住民は横浜市や地権者の方

をフォローしながら協力していかなけ

ればいけません。事業に賛成の人は、

意見書を出すことはしませんが、相当

多数の人が賛成していることを理解し

てください。 

（ご意見として対応しました。） 
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表２(12) 方法書に関する説明会（第１回）における質疑、意見の概要及び事業者の説明 

質問者 
事業

区分 
項目 説明会における質疑、意見の概要 事業者の説明 

K 
新
交
通 

事
業
計
画 

年間 1,500 万人というのはディズニ

ーランドや USJよりも人数が多いです。

それだけの人を呼ぶのにこの新交通シ

ステムはどう見ても不完全です。まず

は収益を検討した上での投資だと思い

ますので、はじめに基盤を整備して、そ

こから事業を考えますというのはあり

得ないと思います。 

 このような第三セクターや箱物事業

で長期間成功しているところはないと

思いますので、そのツケが回ってくる

若い世代はこの計画に反対です。長期

的な視野に立っての計画なのか住民投

票をすべきだと思います。どのように

1,500万人呼ぶのか、鉄道はグリーンラ

インまでつなぐなど、何か有用な方法

があって、投資する意味があるという

ことを示していただかないと納得でき

ないです。 

将来にわたって事業採算性が取れる

のかというところを十分に精査した上

で事業の計画を立てていきたいと思い

ます。 

 また、上瀬谷より北側へも路線の延

伸をしてもらいたいというご意見はい

ただいていますが、瀬谷から上瀬谷ま

でということで計画をしています。 

L 
新
交
通 

事
業
計
画 

新交通システムを導入するというお

話でしたが、一方で、2016 年の交通政

策審議会、国の答申ですと、開発等の状

況とそれに伴う輸送需要の動向を踏ま

えつつ、まずはバス高速輸送システム

（BRT）を導入し、将来的に中量軌道等

へ移行するなどの段階的な整備も視野

に入れるべきという文言がありました

ので、これとの整合性を伺えればと思

います。 

 新交通システムを瀬谷から上瀬谷の

2.6km の短距離だと過剰ではないかと

いう思いもありますし、例えば昨今走

っている連節バスなど、他のシステム

でも代替できるのではないかとも思っ

ています。 

交通政策審議会の時点では、旧上瀬

谷通信施設内のまちづくりが具体的に

見えていない中でしたので、BRT で段

階的にという話もありました。しかし

今回、年間 1,500 万人が訪れるまちづ

くりを目指す中では、輸送力等を精査

した中で、BRT 等では輸送力が確保で

きないと考え、新交通システムを選定

し、今後、さらに検討を進めていきた

いという状況です。 
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表２(13) 方法書に関する説明会（第１回）における質疑、意見の概要及び事業者の説明 

質問者 
事業

区分 
項目 説明会における質疑、意見の概要 事業者の説明 

L 

区
画
整
理 

事
業
計
画 

土地開発について、コロナで外出する

傾向が下がっており、他にも都心回帰の

現象もありますから、どのようにして郊

外に居住者を呼び込むかということに

ついても検討していただきたいです。 

（ご意見として対応しました。） 

M 

区
画
整
理 

そ
の
他 

（
周
辺
道
路
整
理
） 

瀬谷柏尾線の方は抜け道として利用

者がかなり増えると思うのですが、瀬谷

柏尾線の今後の整備計画等はあるので

しょうか。 

この開発に伴う瀬谷柏尾線の整

備計画はありません。ただ、周辺

道路に関しましては、いろいろと

御意見があろうかと思いますの

で、今後、いただいたご意見など

を踏まえて、関係部署と相談しな

がら、検討できるものは検討して

いきます。 

N 

区
画
整
理 

土
壌
汚
染 

防衛省の土壌汚染対策が”封じ込め”

をして返却するということになれば、国

際園芸博覧会までは問題ないと思いま

すが、将来に対して大きな問題を残すこ

とになります。取り除いて返却してもら

えるように横浜市として申し入れをし

ていただきたいです。 

横浜市としましても、基本的に

国には原状回復、取り除く方向で

要望していく予定です。ただ、最

終的には国で土壌汚染対策法に基

づいてどこまで行うかは協議で決

まってくるかと思います。横浜市

としては要望していきますが、具

体的な対策は未定という形でご理

解いただければと思います。 

N 
そ
の
他 

環
境
影
響
要
因 

環境影響の要因が工事関係や工事中

のみ抽出されています。国際園芸博覧会

の開催時には駐車や車の移動の際に二

酸化窒素が発生するので大気汚染が気

になりますが、国際園芸博覧会開催時の

車の移動による大気汚染も計算に入れ

た方が良いのではないでしょうか。 

今回、土地区画整理事業と交通

整備事業について環境アセスメン

トの方法書の手続を進めていま

す。このエリアについては今後も

開発が行われ、例えば公園など、

条例に基づいて環境影響評価を行

う事業が出てくるかと思います。

国際園芸博覧会が条例に基づいて

環境影響評価を行う必要があるか

どうかは現在検討中ですので、行

う場合には、また皆様にご説明し

ていくことになります。 
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表２(14) 方法書に関する説明会（第１回）における質疑、意見の概要及び事業者の説明 

質問者 
事業

区分 
項目 説明会における質疑、意見の概要 事業者の説明 

P 

区
画
整
理 

地
域
社
会 

生活道路の影響について心配してい

ます。 

周辺道路については、いただいたご

意見を参考に、今後、関係部署とも相談

しながら検討していきます。 

P 

区
画
整
理 

事
業
計
画 

今まであった広域避難所が移動する

かと思います。移動場所や面積がどの

ように変わるかが示されていなかった

ので、教えていただきたいです。 

現在、旧上瀬谷通信施設は広域避難

所という形で位置づけられています。

今回、観光・賑わいゾーン、物流ゾーン、

農業振興ゾーン、公園・防災ゾーンとい

う４つのゾーンをお示ししています

が、基地の南東側に配置する公園・防災

ゾーンにおいて広域的な市民の方たち

が、延焼が拡大した場合に、市民の生

活、生命、身体を守るために避難できる

場所を確保していきたいと考えていま

す。 

P 
そ
の
他 

そ
の
他 

小さい頃から瀬谷は上瀬谷通信隊が

あるから飛行機が飛ばないと言われて

いました。旧上瀬谷通信施設地区が返

還されてしまうと、瀬谷にも飛行機が

飛んでくるのではないかと心配してい

るのですが、ご存じでしたら教えてく

ださい。 

正確な情報はわかりませんが、米軍

施設基地の時代、電波障害防止地域が

設定され、約 945ha の区域に様々な制

限が加えられていました。そのときの

一番厳しい制限として、当時は高さが

６m 以上の建物を禁止するエリアを設

定していました。現在は電波障害防止

区域が外されておりますが、当時はそ

ういう経緯があったので飛行機が飛ば

なかったのかもしれません。 
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表２(15) 方法書に関する説明会（第１回）における質疑、意見の概要及び事業者の説明 

質問者 
事業

区分 
項目 説明会における質疑、意見の概要 事業者の説明 

Q 
新
交
通 

事
業
計
画 

瀬谷中学校ができた当時、その土地

はたぶん農地だったと思いますが、相

鉄もそこに土地を持っていて、瀬谷中

学校に土地を提供したという経緯はあ

りますか。また、今回、瀬谷中学校に新

交通システムが通りますが、農地を提

供した旧地権者には、相談をしました

か。 

過去の相鉄とのやりとりについて

は、横浜市としては把握しておりませ

ん。また、新交通システムの瀬谷駅の場

所は対象実施区域図に示していますハ

ッチングの範囲の中で、まだ検討中で

す。そのような状況ですので、個別の地

権者等にご相談しているという経緯は

ありません。 
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表３(1) 方法書に関する説明会（第２回）における質疑、意見の概要及び事業者の説明 

質問者 
事業

区分 
項目 説明会における質疑、意見の概要 事業者の説明 

A 

区
画
整
理 

環
境
影
響
評
価
項
目 

旭区に 287、瀬谷区に 135、災害用井

戸がありますが、この井戸との再開発

の関係については調査をされたのでし

ょうか。再開発によって災害用井戸が

なくなるということになると大変なこ

とになると思いますが、調査の項目に

入っていないようですので、ぜひ調査

をお願いしたいと思います。 

今回、環境影響評価方法書を作成し

ているのですが、基本的に土地区画整

理事業を行う場合には、主務省令とい

う省令に基づいて評価項目を選定しま

す。その中で災害用井戸の調査という

項目はありません。地下水等の利用の

状況ということでは、飲料用等、許可を

届け出ているものについては調べてい

ますが、災害用井戸については評価項

目にないことから、調べておりません。 
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表３(2) 方法書に関する説明会（第２回）における質疑、意見の概要及び事業者の説明 

質問者 
事業

区分 
項目 説明会における質疑、意見の概要 事業者の説明 

A 
新
交
通 

事
業
計
画 

なぜ新交通システムがそれぞれ地下

式、地表式になったのでしょうか。ま

た、既存の道路で電気自動車など、環境

に負荷がない交通手段、例えばトロリ

ーバス等の検討はなかったのか教えて

ください。 

交通システムとして新交通システム

を選定した理由は、旧上瀬谷通信施設

の土地利用に伴って、年間 1,500 万人

程度の方が訪れ、そのうち約４割から

５割が公共交通を利用して来ると推測

をしている状況です。それだけの来訪

者を公共交通機関が輸送するときに、

どの程度の輸送能力が必要なのかを整

理した中で、バス等では輸送力が足り

ません。そのような経緯で新交通シス

テムを採用しました。 

 また、構造形式については、南側の区

間を地下式、北側の区間を地表式とい

うことにしていますが、主な理由は、南

側に関しては既に市街化されている区

間の中で、現道の環状４号線の道路空

間に整備するに当たってどのような整

備が良いのかを検討し、地下空間を使

って整備することを選定しています。

北側に関しては、区画整理事業などに

よって土地利用をしていく中で、環状

４号線沿いの土地を活用しながら路線

を整備していくということで地表式を

選定しています。 
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表３(3) 方法書に関する説明会（第２回）における質疑、意見の概要及び事業者の説明 

質問者 
事業

区分 
項目 説明会における質疑、意見の概要 事業者の説明 

A 
そ
の
他 

事
業
費 

事前の環境評価に対する予算、本体

工事に入ったときの予算等々について

ご説明がないので、費用がどの程度か

かるのか教えてください。その予算が

限られている中で、なぜこのような大

規模な工事をお金がないのにやるので

しょうか。おそらく、市の予算だけでは

なく、国からも補助金が出ると思いま

すが、その点についてお聞かせくださ

い。 

なぜこの事業を行うかにつきまして

は、今まで 70年間米軍施設として使わ

れてきた施設がようやく返還されたた

め、土地利用に制限を加えられてきた

民有地の地権者の皆様と話し合った結

果、土地区画整理事業を行い、町をつく

っていくこととしています。横浜市と

しても、この土地は郊外部の新たな活

性化拠点と位置付けており、地権者の

意向と横浜市の意向が合致しているこ

とから、土地区画整理事業でまちづく

りを行っていこうと考えているところ

です。 

 土地区画整理事業の事業費につきま

しては、一部国の補助金、一部地権者の

負担、加えて市の予算も入ってくるか

と思います。地権者にも負担していた

だきながら横浜市も負担し、新たな郊

外部の活性化拠点をつくっていきたい

と考えています。 

 交通整備事業の事業費につきまして

は、事業のフレーム含め、現在整理をし

ているところです。ただ、このような新

交通システムを整備するに当たって

は、国庫補助制度なども活用しながら

整備をするというのが一般的ですの

で、そういったことも視野に入れなが

ら、今後、整理をしていきます。 
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表３(4) 方法書に関する説明会（第２回）における質疑、意見の概要及び事業者の説明 

質問者 
事業

区分 
項目 説明会における質疑、意見の概要 事業者の説明 

A 

区
画
整
理 

事
業
計
画 

森林の保全や拡張について考え方を

教えてください。 

旧上瀬谷通信施設に隣接する南東部

に瀬谷市民の森等があります。今回、旧

上瀬谷通信施設全域 242ha で土地区画

整理事業を行う予定ですが、242haのう

ち、南東側に公園・防災ゾーンを 50ha

設け、そこで既存の瀬谷市民の森と連

帯させて森林を保全していく等、緑を

守っていくような環境をつくる形を考

えています。 

B 

区
画
整
理 

環
境
影
響
評
価
項
目 

植物・動物に加えて人間を調べてい

ただきたいです。植物、動物と人間が違

うところは、人と触れ合って幸せを感

じることではないかと思います。おそ

らく精神科医の方は人間を調べている

ので、どうしたら人は幸せになれるか

調べていただくとよいのではないかと

思います。その地域に住んでいる人が、

何か大きい施設ができて他県からは来

ているみたいだけれども、私は知らな

い、行ったことないという虚しい施設

ができるのではなく、その地域の人た

ちがそこで思い出づくりや記念日にな

るような場所になるのが良いと思いま

す。 

動物、植物の調査に加え、人と自然の

触れ合い活動の場も環境影響評価項目

として選定しています。具体的な調査

予測評価につきましては、海軍道路が

ありますので、例えば桜が咲くスポッ

トがあるということから、桜の時期に

どのような人が来られるのか、どうい

う活動をされているのかという調査を

行い、工事で最終的になくなることが

想定されていますので、その場合、代替

をどこに設けるのか、人が集まる場所

をどこにつくっていくかについは、今

後検討させていただきたいと考えてお

ります。また、人が参加して記念日のよ

うな形ができたら良いのではないかと

いうことに関しましても、旧上瀬谷通

信施設のまちづくりは今スタートライ

ンの状況です。どのような形で皆様が

参加し、思い出になるような場所にな

るのか、住民の方により愛されるよう

な町にしていきたいと思っていますの

で、そのような視点も考えながら、まち

づくりを行っていきたいと思っていま

す。 
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表３(5) 方法書に関する説明会（第２回）における質疑、意見の概要及び事業者の説明 

質問者 
事業

区分 
項目 説明会における質疑、意見の概要 事業者の説明 

C 

 

区
画
整
理 

事
業
計
画 

1,500 万人の来場者の根拠は何でし

ょうか。 

旧上瀬谷通信施設のまちづくりは、

将来的に 1,500 万人が集まる町を目指

して進めているところで、面積 242haの

うち、約半分に観光・賑わいゾーンを配

置しています。1,500 万人の根拠とし

て、観光・賑わいゾーンは、テーマパー

クを核とした複合的な集客施設の立地

を想定しているため、周辺のメガテー

マパークの状況を勘案すると、これだ

けの規模がある場合には 1,500 万人の

来場者と想定しています。 

新
交
通 

そ
の
他
（
ま
ち
づ
く
り
） 

交通整備事業において、地表式が

0.7kmとありますが、現在、海軍道路の

桜並木トンネルが非常に有名になって

います。ここを新交通システムが通る

ようになると、その桜トンネルは一体

どうなるのでしょうか。 

桜並木につきましては、新交通シス

テムの整備に加えて、環状４号線自体

も拡幅計画があります。また、海軍道路

の桜並木は老朽化もしており、昨年度

は 40本伐採しているという状況です。

老朽化と併せて、今回拡幅計画があり

ますので、今回の事業に抵触する区間

につきましては伐採させていただき、

環状４号線や地区内で計画する道路で

の桜並木等の創出について、これから

検討していきたいと考えています。 

区
画
整
理 

そ
の
他
（
説
明
会
） 

地域住民への今後の説明会や質疑応

答について、どのような計画を持たれ

ているのでしょうか。 

今回、環境影響評価方法書の説明会

を開催させていただきました。今後に

つきましては都市計画の説明会など、

事業の節目節目で地域住民の皆様にご

説明させていただきたいと考えてお

り、説明会を開催する際には皆様に周

知させていただきながら行っていきた

いと考えています。 
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表３(6) 方法書に関する説明会（第２回）における質疑、意見の概要及び事業者の説明 

質問者 
事業

区分 
項目 説明会における質疑、意見の概要 事業者の説明 

D 

区
画
整
理 

事
業
計
画 

４割の地権者の方のご意見は大変

尊重すべきことだと思います。しか

し、この４分割の案（４つの土地利用

ゾーン）は既に決定してしまったとい

う前提で今日の環境アセスメントの

説明会が開かれているかのように思

います。今年の初めに実施したパブリ

ックコメントで、600 通程度の意見が

出て、その中には様々な意見があった

と思うのですが、それを勘案された上

でのこの４分割案なのでしょうか。 

６割の公有地は私たちの財産なの

で、それをこのテーマパークに使うと

いうことについて、納得がいきませ

ん。今、世界の状況は持続可能な社会

の構築に向かっており、テーマパーク

とは方向性が違います。神奈川県もソ

ーラーシェアリング等の方針を打ち

出しているため、横浜市も新しいエネ

ルギー、農業、防災、雇用等を包含し

た形の開発を目指していっていただ

きたいです。国有地、横浜市有地のほ

とんどがテーマパークになるという

この開発の在り方は皆様が望んでい

ることなのか疑問に感じております。 

昨年の 12 月に旧上瀬谷通信施設土

地利用基本計画（素案）を公表し、１

月 15 日から２月 14 日までの１か月

間、市民意見募集を行い、702件の意

見をいただきました。この意見を、素

案から修正した意見が 91 件、賛同の

意見が 170件、参考が 428件、その他

が 13 件と分類しました。参考という

のは、例えば、緑をそのまま残してほ

しい、開発をするなら渋滞しないまち

づくりをお願いしたいなどの意見が

含まれており、これらの意見を踏まえ

て今後検討していくことから、参考と

しています。もちろん反対という意見

もありましたが、参考については前述

したような内容も含まれていること

から、皆様の意見を踏まえてこれから

検討していくものとして捉えていま

す。 

旧上瀬谷通信施設は 45％が国有地、

45％が民有地、市有地が 10％となって

います。このうち、国有地は、基本的

には公園・防災ゾーンを中心に、あわ

せて道路等の整備が大部分と考えて

います。道路をつくらなければ町がで

きませんので、環状４号線の拡幅や地

区内の道路に市有地や国有地を主に

充てていきますが、国有地がどこに行

くかはまだ決まっておりません。国有

地の配置等を国とも調整しつつ区画

整理事業を行っていく中で決めてい

く形になります。 

 

（次項続き有り） 
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加えて、全体にゾーンの色分けがされ

ているかと思いますが、旧上瀬谷通信

施設のまちづくりにつきましては、テ

ーマも環境と共生した新たな活性化

拠点を目指していくとしています。こ

のうち、観光・賑わいゾーンや物流ゾ

ーンには緑がないように思われがち

ですが、これから全体のまちづくりを

検討していく中で、例えば公共施設、

道路、各ゾーンにどのように緑を取り

入れていくのかということを含めて、

新しいまちづくりにしっかり取り組

んでいきたいと思っています。今後、

土地利用を進めていく中で、環境や緑

を残していくまちづくりについて引

き続き検討していきます。 
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表３(7) 方法書に関する説明会（第２回）における質疑、意見の概要及び事業者の説明 

質問者 
事業

区分 
項目 説明会における質疑、意見の概要 事業者の説明 

E 

区
画
整
理 

土
壌
汚
染 

防衛省が今年の６月 25日に土壌汚染

調査の結果の報告をしましたが、それ

については本日一言も語られていませ

ん。土壌汚染調査の結果によると、鉛及

びその化合物、ヒ素及びその化合物、フ

ッ素など、基準の 10倍ぐらいの有害物

質が出たということですが、まずはそ

れをどのように除去するかということ

が先決問題だと思います。 

土壌汚染調査につきましては国から

先月、データを提供していただいたと

ころですので、今後、国のデータ等を基

に環境影響評価の手続を進めていきた

いと考えています。今回、国で土壌汚染

物質を調査し、数値が基準を超えてい

るところが出ていますので、国で対策

をしっかり行っていただきたいと考え

ています。また、市からも国でしっかり

対策を行っていただきたいと要望して

いくことを考えています。 
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表３(8) 方法書に関する説明会（第２回）における質疑、意見の概要及び事業者の説明 

質問者 
事業

区分 
項目 説明会における質疑、意見の概要 事業者の説明 

E 

区
画
整
理 

事
業
計
画 

テーマパーク構想について、当初の

市の予定にはなかったが、突然、観光・

賑わいゾーンが５割を占めるような計

画になっていて、テーマパークにする

と言われ、住民にとってみると、要望し

ていたものとは全然違う計画になって

います。コロナ禍でテーマパークが成

立するのかどうかを、横浜市として改

めて検討すべきものなのではないかと

思います。 

横浜市では、米軍施設返還跡地利用

指針を平成 18年に取りまとめました。

この際に、基地全体のテーマを横浜か

ら始める首都圏の環境再生としていま

す。全体テーマとして広く日本の都市

づくりを環境という広義の概念で捉え

ると、例えば地球環境の一部としての

環境、水や緑の自然環境等を含めて、経

済環境も整えていこうという形で位置

づけています。その後も地権者の話し

合いの中で、旧上瀬谷通信施設は広大

な土地であること、農地もあることか

ら農業を守っていくということ、東名

高速道路に近く保土ケ谷バイパスにも

近いということから、都心から見ても

高いポテンシャルを持っており、様々

な検討を進めてきました。昨年度、地権

者が構成するまちづくり協議会におい

て、観光・賑わいゾーンではテーマパー

クを行っていこうと位置づけ、本市に

おいても、旧上瀬谷通信施設は郊外部

の新たな活性化拠点を目指していくと

こと、また、横浜市の中期計画において

も国内外からの人を呼び込むという考

え方から、地権者の考えているまちづ

くりと本市の考え方が合致しており、

観光・賑わいゾーンでテーマパークを

行っていこうと考えているところで

す。それにつきまして、市民の皆様の意

見を踏まえながら、３月に旧上瀬谷通

信施設土地利用基本計画を策定しまし

た。 
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表３(9) 方法書に関する説明会（第２回）における質疑、意見の概要及び事業者の説明 

質問者 
事業

区分 
項目 説明会における質疑、意見の概要 事業者の説明 

E 
新
交
通 

事
業
計
画 

新交通システムは旧上瀬谷通信施設

に来る 1,500 万人を処理することが目

的で、住民のための新交通システムに

はならないと思います。１日３万人弱

の人が瀬谷区に来た場合、新交通シス

テムで４割から５割ぐらい処理できる

だろうと言われていましたが、残りの

６割から５割ぐらいの人たちの交通網

はどうなるのかということで、無理が

あり過ぎる計画なのではないかと思い

ます。 

来訪者全体のうち、４割から５割が

新交通システムを利用する想定です

が、その他は自家用車、もしくは他の駅

からのバス等で来られるということで

考えています。自動車の経路は、自動車

で来訪する方の約６割が東名高速道路

や保土ケ谷バイパス、国道 246 号線な

どを通り八王子街道を経由して来ると

考えています。そこで、新交通システム

の他に、八王子街道の拡幅を考えてお

ります。自動車で来訪する方のうち残

りの４割は南側からアクセスすると想

定しています。現状の環状４号線を通

る経路に加えて、瀬谷地内線という道

路を整備することで、南側からの経路

を２本確保することになり、周辺道路

の混雑を避けることを考えています。 
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表３(10) 方法書に関する説明会（第２回）における質疑、意見の概要及び事業者の説明 

質問者 
事業

区分 
項目 説明会における質疑、意見の概要 事業者の説明 

E 
そ
の
他 

事
業
費 

報道で交通整備事業と区画整理事業を

合わせて投資金額が 1,300 億円と発表

されており、その大部分に公のお金が

使われる可能性があるということです

が、お金の点ではどのように考えられ

ているのでしょうか。 

1,300 億円につきましては精査でき

ていない額です。区画整理事業は、試算

として 600億という数字を出しており、

これから具体的に土地利用を決めてい

く段階で事業費予算の額は変わってき

ます。600億の内訳は、国の補助金や、

地権者に負担していただく減歩、横浜

市の予算も導入して、一体となって 600

億ということで、まだ内訳は精査して

いませんし、総事業費も精査できてい

る状況ではありません。これから土地

利用を具体化していく段階で精査し、

皆様に説明していきたいと思っていま

す。 

 報道の中で、交通整備事業の事業費

に関して 700 億円という数字が出てい

たかと思いますが、その数字は、横浜市

が算出してお示ししたものではありま

せん。全体の事業費に関しては、検討を

進める中で、今後更に精査をしながら

算出していきます。 

 方法書の中で構造形式の比較検討を

する過程で、地下式の部分に関しては、

他の工事など一般的な工事などを参考

に算出した数字として約 330 億円、地

表式の部分は約 80億円ということで、

概算の費用を出しております。ただ、全

体の事業費に関しましては、さらに車

両基地の費用や車両の費用などが加わ

り、地下式部分、地表式の部分の費用に

関しましても、今後さらに精査してい

く必要がある状況です。 
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表３(11) 方法書に関する説明会（第２回）における質疑、意見の概要及び事業者の説明 

質問者 
事業

区分 
項目 説明会における質疑、意見の概要 事業者の説明 

E 

区
画
整
理 

事
業
計
画 

地区の連合・町内会長などでつくら

れている協議会でも、高齢社会に対応

する医療・福祉施設などの要望が非常

に強いです。これについては何も触れ

られていないですし、そのようなゾー

ンも見られません。このような将来に

わたる計画については、まず市民の合

意を最優先すべきではないかと思いま

す。 

本日は、環境影響評価の方法書の説

明会ですので、医療・福祉の考え方につ

いては、ご説明しておりませんが、３月

に取りまとめた旧上瀬谷通信施設土地

利用基本計画にも記載しているとお

り、今後、周辺住民の皆様の需要等を調

査しながら、地権者の意向も踏まえて

検討をしていきます。 
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表３(12) 方法書に関する説明会（第２回）における質疑、意見の概要及び事業者の説明 

質問者 
事業

区分 
項目 説明会における質疑、意見の概要 事業者の説明 

F 

区 

画 

整 

理 

事 

業 

計 

画 

１月 19日に瀬谷公会堂で行われた旧

上瀬谷通信施設土地利用基本計画につ

いての説明会にも参加し、その時は多

くの方がテーマパーク構想に反対で、

地元の若いママさんたちからは、深刻

な大気汚染や環境破壊への心配の声が

出ていました。 

 瀬谷区は他の区よりも住民サービス

を受けていないと思っている方がたく

さんいます。それは医療施設、福祉施

設、バス路線が貧弱であることに加え、

上瀬谷通信施設は長らく電波障害とい

う影響を地域住民に与えてきたためで

す。瀬谷の住民は基地がなくなったら、

あの中に住民を支える施設が欲しいと

いうことが夢で、もっとバスを走らせ

てほしいなど、いろいろな要望書を瀬

谷区役所に出していました。 

 １月 19日に参加された方も、初めは

私たちの要望の教育・医療などの施設

を入れたゾーン案があったにもかかわ

らず、突然テーマパークになったこと

に対し大変怒っている方がたくさんい

ました。地権者の中でも、テーマパーク

に賛成できないとおっしゃっている方

もいらっしゃいました。医療・福祉はこ

れから決めるとおっしゃっていました

が、私たちの要望がどのような形でど

う実現できるのかを示していただかな

ければ、環境アセスメントと言われて

も、テーマパークを前提とした環境ア

セスメントでは納得できません。 

 

（次項続き有り） 

 

 

今回は、土地区画整理事業と交通整

備事業における方法書の内容に関する

説明会という位置づけになっていま

す。 

 土地区画整理事業とは旧上瀬谷通信

施設 242ha の土地を改変し、道路や上

下水道を整備する事業です。 

 今回の方法書は、現在ある土地の状

況を改変することで生じる環境に対す

る影響を予測・評価するにあたり、どの

ような調査を行うかを記載したものに

なります。 

 調査を踏まえた上で、次の段階であ

る準備書では、例えば動物・植物、大気

質等の様々な調査結果と土地利用の計

画を重ね合わせ、本事業が環境にどの

ような影響を及ぼすのか、影響がある

場合はどこに代替を設けるのか、どこ

かに代償するのかということをまとめ

ていきます。 

 緑がなくなる、コロナの関係、和泉川

の源流の保全等、様々なご意見がある

かと思いますが、まずは環境に関する

調査方法をお示しすることが方法書に

なります。 

 また、福祉・医療施設などの土地利用

の具体的な中身につきましては、引き

続き皆様のご意見を伺いながら、今後、

決めていきたいと考えています。 
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 また、コロナ禍の中でテーマパーク

が実現できるのか疑問です。上瀬谷は

自然環境が守られており、最後に残さ

れた横浜の谷戸の自然で、和泉川と相

沢川の水源地も擁しています。コロナ

感染症拡大のことも含め、さらに１月

19 日の説明会で出た大気汚染、環境破

壊等の意見については今後どうするつ

もりなのか説明していただきたいと思

います。 
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表３(13) 方法書に関する説明会（第２回）における質疑、意見の概要及び事業者の説明 

質問者 
事業

区分 
項目 説明会における質疑、意見の概要 事業者の説明 

A 

区
画
整
理 

事
業
計
画 

テーマパークが先にあって、そのた

めに環境調査をやるというのはおかし

いのではないですか。今、全国で災害が

起きており、命を守るのは食料と水な

のですから、食料と水をどう生かして

いくのかということがこの上瀬谷の将

来を決めることではないでしょうか。

その上で、今、コロナが流行っているの

で、福祉・医療が非常に大切だと思いま

す。家庭内で感染者が出た場合、高齢者

が一時避難できる災害用公営住宅が必

要だと思います。 

 従って、上瀬谷の地区の今の社会環

境の中で、これからの災害に備えるた

めには食料の充実、水環境の保全が必

要であって、テーマパークが最初にあ

りきということは発想が全く違うので

はないでしょうか。まず、横浜市民のた

めに上瀬谷地区の米軍の跡地を再開発

する、人間の命を大事にするという発

想が出発点で、その上で余裕があれば

賑わいゾーンがあっても良いと思いま

す。 

福祉・医療施設などの土地利用の具

体的な中身につきましては、これから

検討していくところです。かつ、このま

ちづくりは国際園芸博覧会が 2027年に

開催され、その先の段階になると思い

ますので、医療・福祉等も含めて状況も

変わってくるかもしれません。需要や

必要性を含めて今後、判断していくこ

とになると思います。 

 例えば、食料の充実につきましては、

50ha の農業振興ゾーンを配置すること

で、そこで食料生産や新しい農業を行

っていくことも考えられます。 

 災害につきましても、公園・防災ゾー

ンを地区南東部に設ける予定です。公

園・防災ゾーンは 50haという規模で具

体的には旭区のこども自然公園がすっ

ぽり入るぐらいの大きな公園となる予

定です。そこは、普段は公園という形で

使われますが、災害時には防災の機能

を有するということも考えており、全

体的にバランスを取りながらまちづく

りを進めていきたいと考えています。 
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表３(14) 方法書に関する説明会（第２回）における質疑、意見の概要及び事業者の説明 

質問者 
事業

区分 
項目 説明会における質疑、意見の概要 事業者の説明 

G 

 

新
交
通 

そ
の
他
（
関
連
事
業
） 

瀬谷駅から会場まで新交通システム

を敷設する計画ですが、同じ新交通シ

ステムで金沢シーサイドライン、ゆり

かもめ、舎人ライナーの車両を参考に

いたしますと、上瀬谷ライン８両１編

成の定員は約 400 人、150％乗車で約

600人と予想されます。ラッシュ時の運

転本数が最大１時間上下 36本とありま

すので、片道の運転本数は 18本、１時

間 7,200～１万 800 人の輸送能力にな

ります。 

 国際園芸博覧会と同じ計画来場者数

1,500万人の愛・地球博では、入場者数

20万人を超える日が 14日あり、１時間

待ちの積み残し滞留が発生しました。

翻って、来場者の４～５割が瀬谷駅か

ら新交通システムを利用する想定です

と、１日の来場者数は往復で 16万から

20 万人以上となります。国際園芸博覧

会では朝夕のラッシュ時に来客が集中

することが予想されますので、前述し

た１時間１万 800 人の輸送能力を当て

はめますと、ラッシュ時間帯の輸送に

大きな不足が発生する懸念があります

が、その辺の輸送計画についてお聞か

せください。 

新交通システムの検討をしている前

提として、国際園芸博覧会の開催時に

輸送手段として活用するということも

ありますが、将来的な土地利用に合わ

せてどれぐらいの輸送力が必要なのか

を検討しているところです。国際園芸

博覧会時の輸送につきましては、新交

通システムと併せて、他の輸送手段も

含めて輸送計画を別途検討していく段

階で、まだ明確にはなっていない状況

です。 

新
交
通 

事
業
計
画 

２面１線では収容能力が不足してい

るのではないかと思いますが、その辺

も考慮していただけますか。 

駅をつくるに当たっては、できるだ

けコンパクトに造るということを考え

ながら検討を進めており、この形で輸

送力を十分確保できると考えています

が、今後、具体的な運行計画を精査する

中で検討していきたいと思っていま

す。 
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表３(15) 方法書に関する説明会（第２回）における質疑、意見の概要及び事業者の説明 

質問者 
事業

区分 
項目 説明会における質疑、意見の概要 事業者の説明 

H 

区
画
整
理 

土
壌
汚
染 

土壌汚染調査は民有地でも調査され

ているはずです。観光・賑わいゾーンや

公園には一般の方も入ります。調査項

目の中には土壌汚染が選定されていま

すが、その結果も示し、そして除去する

ということにしなければ安全は担保で

きないのではないかと思います。調査

と併せて、その後どのような処理を行

うのか、教えてください。 

土壌汚染調査は民有地につきまして

も国で調査が行われていますが、民有

地ということから個人情報が特定され

てしまうため、調査結果につきまして

は公表されていません。一部、現時点で

は基準値を超えるものがありますが、

基本的には問題がないという回答を国

から地権者にご説明しているところで

す。 

 基本的に国が対策を行い、問題がな

い状態に整えた後、土地区画整理事業

を行っていくことを前提にしていま

す。国がまず対策を行った上で、土地区

画整理事業で改変する場合につきまし

ては、土壌汚染対策法に基づき、適切に

協議しながら対応していきたいと考え

ています。 
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表４(1) 方法書に関する説明会（第４回）における質疑、意見の概要及び事業者の説明 

質問者 
事業

区分 
項目 説明会における質疑、意見の概要 事業者の説明 

A 

区
画
整
理 

地
域
社
会 

1,500 万人来場したら相当な混雑が

予想されますが、車や人の移動につい

て環境の調査はしないのでしょうか。 

調査後にどのように対策するかは考え

ていないのでしょうか。 

地域社会の環境影響評価項目の調査

で、交通混雑や歩行者の状況を方法書

に記載の６地点で調査します。 

 方法書は、調査、予測評価手法を示し

たものです。調査結果を踏まえた予測、

評価については、次の準備書の手続で

実施します。 

B 

区
画
整
理 

事
業
計
画 

この計画は横浜市としての決定事項

なのでしょうか。 

 国際園芸博覧会という言葉が一切出

てこないが、国際園芸博覧会を誘致す

るなら、国際園芸博覧会後に跡地をど

う活用するかどうかで誘致が決まるの

ではないかと思います。国際園芸博覧

会と娯楽施設には何か関係があるので

しょうか。 

返還前から民有地の地権者と話し合

いを進め、旧上瀬谷通信施設施設は交

通利便性が高く、広大な敷地が残され

ていることから郊外部の新たな活性化

拠点の形成に向け、地権者や市民の意

見を踏まえ、旧上瀬谷通信施設土地利

用基本計画を策定し、４つの土地利用

ゾーンを配置しています。今後は、旧上

瀬谷通信土地利用基本計画に基づい

て、まちづくりの検討を進めていきま

す。 

 国際園芸博覧会については、令和元

年９月の AIPH 総会で、2027 年に旧上

瀬谷通信施設で国際園芸博覧会が開催

されることが承認されたところです。 
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表４(2) 方法書に関する説明会（第４回）における質疑、意見の概要及び事業者の説明 

質問者 
事業

区分 
項目 説明会における質疑、意見の概要 事業者の説明 

B 

そ
の
他 

事
業
費 

この計画にいくらかかるのでしょう

か。意見書に「こんな計画に横浜市の予

算を使わないで下さい」と書いても良

いのでしょうか。 

事業費は、土地区画整理事業、交通整

備事業ともに、現在精査しているとこ

ろで具体的には算出していません。今

後、土地利用計画を具体化していく中

で事業費を精査し、皆様にご説明する

予定です。 

新
交
通 

事
業
計
画 

交通整備事業について、たった 2.6km

のために、トンネルを掘って作るのは

無駄であり、何のためにこの整備をす

るのかの説明がありません。必要性が

伝わってきません。また、令和５年から

４年間かけて整備するとの説明でした

が、国際園芸博覧会に間に合わないの

ではないでしょうか。 

旧上瀬谷通信施設地区には、将来的

に年間 1,500 万人の来訪が予想される

中、現在十分な公共交通機関がなく、自

動車だけでは不足するため、新交通シ

ステムの整備が必要と考えています。

また、整備期間は令和４年度から５ヶ

年程度で、国際園芸博覧会の開催まで

に間に合わせるということを目標に進

めています。 

共
通 

地
域
社
会 

工事をするなら工事用車両のルート

が１車線の道路で渋滞が起こると思い

ますが、どれだけ渋滞するのかの予測

はしているのでしょうか。 

渋滞等の影響の予測評価について

は、今後、道路の交通量等を調査し、施

工計画を検討したうえで、準備書の手

続で説明させていただきます。 
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表４(3) 方法書に関する説明会（第４回）における質疑、意見の概要及び事業者の説明 

質問者 
事業

区分 
項目 説明会における質疑、意見の概要 事業者の説明 

C 

区
画
整
理 

事
業
計
画 

近隣住民の立場ではこの計画は賑わ

いの側面に前のめりになっており、望

んでいません。瀬谷区民の多くは緑の

多い自然豊かな地域であってほしいと

思っています。 

 現在の広域避難場所が観光・賑わい

ゾーンに押し退けられていることが心

外です。防災ゾーンはありますが、一番

東側になるため、広域避難場所が１km

程度遠くなります。近隣住民を尊重し

ていただきたいです。 

旧上瀬谷通信施設のまちづくりにつ

いては、自然を残しながら、地区全体で

緑を創出していくことを検討していき

たいと思っています。 

 また、広域避難場所は公園・防災ゾー

ンに配置する計画であるため、現状よ

り東側になりますが、住民の方々が避

難しやすいように避難場所までの道路

も整備します。また、災害時の防災機能

についても検討しており、例えば、物流

ゾーンについては、災害時の物資供給

の拠点とするなど、地区全体で防災機

能の強化を検討します。 

新
交
通 

地
盤
沈
下 

地下にしたということについて、環

境的なことからすると評価していま

す。地下式という選択は間違っていな

いと思いますが、地盤沈下や陥没の問

題もあり、全く問題がないとは思って

いませんから、そういうことについて

は重々注意しながら進めていただきた

いです。 

（ご意見として対応しました。） 

新
交
通 

そ
の
他
（
ま
ち
づ
く
り
） 

海軍道路沿いの桜並木を愛している

ので、どうなるのか心配です。１月の説

明会では半分くらい伐採となっていた

が、どうなるのか教えていただきたい

です。 

桜並木は５割程度伐採する予定で

す。ただ、現状においても老朽化が進

み、昨年も 40本ほどを伐採しており、

桜並木を残すことは難しい状況です。

そのため、道路整備の際、地域住民の

方々の意見を踏まえながら、新たな街

路樹の整備を検討していきます。 
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表４(4) 方法書に関する説明会（第４回）における質疑、意見の概要及び事業者の説明 

質問者 
事業

区分 
項目 説明会における質疑、意見の概要 事業者の説明 

C 

区
画
整
理 

そ
の
他
（
周
辺
道
路
整
備
） 

歩道は散歩や花見などで地域住民に

利用されているが、環状４号線の拡幅

で歩道がどうなるのか心配です。 

環状４号線の拡幅に伴う歩道につい

ては、安全性、利便性を考慮しながら検

討を進めます。なお、環状４号線の南側

の拡幅は予定していませんが、先般の

方法書説明会でも歩行者への配慮につ

いて意見をいただいており、検討して

いきたいと思います。 

新
交
通 

事
業
計
画 

新交通システムを近隣住民の足とし

て整備するつもりはあるのでしょう

か。途中駅を作る予定はあるのでしょ

うか。 

瀬谷駅と上瀬谷駅の２駅を予定して

おり、旧上瀬谷通信施設地区の新たな

活性化拠点を支えることを主な整備目

的としています。中間駅は、需要が少な

く、整備費やその後の運営費などを考

慮した場合、採算性や整備効果などに

課題があると予想されるため、整備は

考えていません。 

新
交
通 

事
業
計
画 

新交通システムの整備費も横浜市が

負担するのでしょうか。 

事業フレームはまだ決まっていませ

んが、一般的には、事業費は、国の補助

金に加え、運行事業者の負担も考えら

れます。そこに関しては今後精査する

予定です。 

D 

区
画
整
理 

事
業
計
画 

今回の事業は何月何日に決定したの

でしょうか。選挙に出て瀬谷区ドリー

ム構想（瀬谷区にディズニーランド級

のテーマパークを作りたい）を訴えま

したが、落選しました。これが民意だと

考えています。瀬谷区の住民の６～７

割が反対したらこの事業は中止になる

のでしょうか。横浜市議会でこの計画

は承認されたのでしょうか。 

旧上瀬谷通信施設土地利用基本計画

は、昨年 12月に素案を公表し、１～２

月に市民意見を募集し、３月に取りま

とめました。今後も、旧上瀬谷通信施設

土地利用基本計画に基づき、まちづく

りにしっかりと取り組みます。 

 一方、都市計画は、未だ決定されてい

ません。今後、地域住民の方々の意見を

踏まえ、手続を進めていきます。 
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表４(5) 方法書に関する説明会（第４回）における質疑、意見の概要及び事業者の説明 

質問者 
事業

区分 
項目 説明会における質疑、意見の概要 事業者の説明 

E 

区
画
整
理 

そ
の
他
（
ま
ち
づ
く
り
） 

環状４号線の南側は拡幅の予定がな

いとのことでしたが、消防署の辺りは

現在でも大変渋滞しているので調査を

行ってほしいです。 

将来的には、当該の交差点の形状を

まっすぐにするなど交通渋滞が発生し

ないような対策を考えていきたいと思

います。 

 来訪者がどこから来るのかを考慮し

た時に、多くの方が東名高速道路や保

土ケ谷バイパスを通るので、八王子街

道は拡幅する方向で検討しています。

南側からのアクセスは現状、環状４号

線１本しかないですが、中原街道から

瀬谷地内線を通ってアクセスするルー

トを整備することで交通を分散させる

予定です。 

新
交
通 

事
業
計
画 

バス路線との関係についても合わせ

て説明した方が住民の理解を得られる

のではないでしょうか。 

（ご意見として対応しました。） 

F 

区
画
整
理 

環
境
影
響
要
因 

施設完成後やテーマパーク開催中の

影響も評価しているのでしょうか。 

1,500 万人が来訪した場合の関係車

両の走行については環境影響要因とし

て抽出しています。 

テーマパークなどの施設による、騒音

や振動については、具体的な計画がな

いと予測ができないため、評価要因と

して選定していません。 
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表４(6) 方法書に関する説明会（第４回）における質疑、意見の概要及び事業者の説明 

質問者 
事業

区分 
項目 説明会における質疑、意見の概要 事業者の説明 

F 

区
画
整
理 

事
業
計
画 

新聞報道では観光・賑わいゾーンの

集客力のある施設としてテーマパーク

を核として誘致することが決定してい

ると報道されていますが、それは事実

なのでしょうか。 

 瀬谷区は緑豊かで住みやすい地域

で、横浜市内でも環境の良い区です。市

の税金をテーマパークのような横浜市

民ではなく全国民が利用する施設に利

用するのは困ります。横浜市民が一番

多く利用する施設に税金を利用してい

ただきたいです。事業地周辺は環境が

良く、公共施設が多い場所なので、この

ような場所にテーマパークを建設する

のは反対です。介護施設など、静かな土

地にあった施設にした方が良いのでは

ないでしょうか。集客力のある施設は

テーマパークだけではありません。芸

術文化を体験できる文化施設、美術館、

音楽、芸術劇場、文化会館などでも良い

のではないでしょうか。 

３月にとりまとめた旧上瀬谷通信施

設土地利用基本計画において、観光・賑

わいゾーンにテーマパークを核とした

集客施設を整備することは決定してい

ます。 

 公園・防災ゾーン、農業振興ゾーン、

物流ゾーン、観光・賑わいゾーンの４つ

の土地利用ゾーンが連携することで、

市民の皆様が親しみの持てるまちづく

りを進める予定です。 
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表４(7) 方法書に関する説明会（第４回）における質疑、意見の概要及び事業者の説明 

質問者 
事業

区分 
項目 説明会における質疑、意見の概要 事業者の説明 

G 

区
画
整
理 

事
業
計
画 

卒業設計で上瀬谷地区の土地利用を

考えています。国際園芸博覧会はこの

地に合っていますが、国際園芸博覧会

からテーマパークはかけ離れていて納

得できません。海外の方は上瀬谷まで

来ず、ディズニーランドに行ってしま

うと思いますし、戸塚のドリームラン

ド（閉園）の件もあるのでビジネスモデ

ルとして成立するか疑問を持っていま

す。1,500万人はディズニーランドの約

半分の来場者になるので、瀬谷にそん

なに人が来たらどうなってしまうのか

考えただけで怖いです。 

 また、テーマパークと農業振興ゾー

ンのつながりがイメージできません。

瀬谷に住む人が使える大学や公園型墓

地の誘致が適していると思います。 

卒業設計に関しては、瀬谷区民の方々

にいろいろな意見をいただきたいの

で、気になった方は説明会後にお声か

けいただけたらと思っています。 

国際園芸博覧会は、242ha のうち約

80ha から 100ha の規模を想定してお

り、そのレガシーを公園・防災ゾーンに

残していくといった検討をしていま

す。 

 ４つの土地利用ゾーンが連携するこ

とによって、郊外部の新たな活性化拠

点を形成していきたいと考えています

ので、テーマパークと農業振興ゾーン

のつながりについても、今後検討して

いきたいと考えています。 

H 
新
交
通 

事
業
計
画 

新交通システムの瀬谷駅の場所が中

学校の位置ですが、工事中、できたとき

の影響が気になります。 

瀬谷駅の詳細な位置は決まっていま

せん。現在は、対象事業実施区域図に示

していますハッチングの範囲の中で駅

の位置を検討しているところであり、

今後、工事中・供用後の影響を考慮した

上で駅の位置について検討し、決定す

る予定です。 
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表４(8) 方法書に関する説明会（第４回）における質疑、意見の概要及び事業者の説明 

質問者 
事業

区分 
項目 説明会における質疑、意見の概要 事業者の説明 

H 
新
交
通 

事
業
計
画 

延伸は考えているのでしょうか。 延伸のご要望はいただいています

が、延伸は未定です。 

J 

新
交
通 

事
業
計
画 

現在の瀬谷駅の来場者数は 1 日

44,738 人、年間 1,630万人（乗降数）、

現状の瀬谷駅の利用者から考えて新

交通システムを 600～800 万人が使う

というのは想定できません。相鉄線で

輸送できるのでしょうか。 

将来的には、瀬谷駅の利用者数は、

新たに約４万人の増加が想定されま

すが、今後、相鉄等の関係者と協議し

ながら対応を検討していきます。 

区
画
整
理 

そ
の
他 

（
周
辺
道
路
整
備
） 

道路整備の話がありますが、周辺か

ら人が訪れるため、国道 16 号線や保

土ヶ谷バイパスなどの周辺の道路が

大変渋滞するのではないでしょうか。

環状４号線もスムーズに走れたこと

がほとんどありません。これからの時

代、人が密集する環境はどうなのでし

ょうか。日本に誇れる広い公園にし、

災害対策の場として利用するのが良

いと思います。 

道路の計画は将来の交通量を推計

した中で混雑する場所やどのような

整備をすれば混雑が緩和できるのか

検討した中で、現在計画中の 2つの道

路（八王子街道及び瀬谷地内線）を整

備することで混雑を緩和できると考

えています。 

K 

区
画
整
理 

地
域
社
会 

1,500 万人の来場者を期待して、ま

ちづくりの計画を進めるとなると、地

域住民は安心して生活できるのでし

ょうか。住民が納得できる調査をして

いただきたいです。 

歩行者の安全等、地域の方が心配

される点については、いただいたご

意見を参考に、今後、関係部署とも相

談しながら検討していきます。 
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表４(9) 方法書に関する説明会（第４回）における質疑、意見の概要及び事業者の説明 

質問者 
事業

区分 
項目 説明会における質疑、意見の概要 事業者の説明 

L 

新
交
通 

そ
の
他 

（
ま
ち
づ
く
り
） 

大門川は雨が降るとあふれます。新

交通システムの整備にあわせて、治水

工事を行っていただきたいです。 

（ご意見として対応しました。） 

区
画
整
理 

そ
の
他 

（
ま
ち
づ
く
り
） 

不法投棄が非常に多いです。パトロ

ールの強化をするように言っていた

だきたいです。 

（ご意見として対応しました。） 

M 

区
画
整
理 

そ
の
他 

（
周
辺
道
路
整
備
） 

1,500万人のうち半分は車で来ると

周辺の交通量が１日１万～２万台増

加すると考えられるが、既に交通がパ

ンクしています。今、計画にある整備

しか行わないのでは渋滞は免れない

と思います。八王子街道や環状４号線

などの周辺道路を通らずにアクセス

する道路網を作るべきではないでし

ょうか。 

道路の計画は将来の交通量を推計

した中で混雑する場所やどのような

整備をすれば混雑が緩和できるのか

検討した中で、現在計画中の２つの道

路（八王子街道及び瀬谷地内線）を整

備することで混雑を緩和できると考

えています。 

区
画
整
理 

そ
の
他 

（
周
辺
道
路
整
備
） 

生活道路にも車が流れると思いま

すが、なぜ生活道路で調査しないので

しょうか。 

 また、抜け道は歩道が無い道路が多

く、歩行者の安全が確保されていませ

ん。さらなる交通量の増加で、歩行者

は更に危険な状況になると思うので、

周辺道路の拡充などの計画はないの

でしょうか。 

生活道路の歩行者の安全について

はいただいたご意見を参考に、今後、

関係部署とも相談しながら検討して

いきます。 

 新線を整備するとなると手続も多

く、時間や費用もかかるなど課題が多

く難しいと考えています。まずは既存

都市計画道路の拡幅、未整備路線の整

備を優先して計画しています。 

N 
共
通 

そ
の
他 

（
説
明
会
） 

これまでの説明会での議事録は横

浜市民に公開されるのでしょうか。公

開される場合には録音データを含め

て一言一句漏らさず公開していただ

きたいです。 

今回説明で使用した資料や議事要

旨については公開予定です。 
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表４(10) 方法書に関する説明会（第４回）における質疑、意見の概要及び事業者の説明 

質問者 
事業

区分 
項目 説明会における質疑、意見の概要 事業者の説明 

N 

区
画
整
理 

環
境
影
響
評
価
項
目 

何を建設するかなど、具体的な計画

が詰まっていない中で、環境影響評価

の項目や方法は決められないのではな

いでしょうか。 

建築物等の上物は、今後、計画の詳細

が決まった段階で、その規模が横浜市

環境影響評価条例に該当する場合は、

別途、環境影響評価手続を行う予定で

す。 

今回の環境影響評価については、基盤

整備を行う区画整理事業の実施に伴っ

て必要となる環境影響評価項目を選定

して実施するものです。 

区
画
整
理 

事
業
計
画 

1,500 万人という人を動かすのであ

れば隣接する市町村（大和市や町田市）

と連携して交通機関や公共施設を整備

するべきだと思います。 

道路の計画は将来の交通量を推計し

た中で混雑する場所やどのような整備

をすれば混雑が緩和できるのか検討し

た中で、現在計画中の２つの道路（八王

子街道及び瀬谷地内線）を整備するこ

とで混雑を緩和できると考えていま

す。 

P 

区
画
整
理 

事
業
計
画 

1,500 万人という数字はどこから来

ているのでしょうか。 

1,500万人という数字は、他の事例を

参考に、テーマパークを設けた時の来

訪者数を想定したものです。 

新
交
通 

事
業
計
画 

 新交通システムの工事期間５年とい

うのはどこかか来ているのでしょう

か。 

新交通システムの工事期間は、５年

程度で整備することを目標として検討

しているところです。 

Q 
新
交
通 

施
工
計
画 

公共事業は必ず遅れるものですが、

国際園芸博覧会に間に合わなかったと

きに、南の方から来る交通をどうする

予定なのでしょうか。 

新交通システムの工事期間は、５年

程度で整備することを目標として検討

しているところです。国際園芸博覧会

時の輸送については別途検討中です。 
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